
 

 
 

 

 

 

 
 
 

みずから守るプログラム 

小学校における防災授業 
展開例集（案） 

～水災害から自分や家族の「命」を守ることのできる子どもたちの育成を目指して～ 

 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２５年３月 
 

愛知県 建設部 河川課

この冊子は、水災害の学習教材「みずから守るプログラム 愛知県内小学校

用学習サポート集 みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」を、愛知県内
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＜はじめに＞ 
 
■愛知県が進める「みずから守るプログラム」 

 

 ○「無関心な住民層」を「自助行動できる住民層」へ 
愛知県では、平成 22 年度より「みずから守るプログラム～大雨が降ったら～」として、水害に

対する新たなソフト対策を展開しています。 

近年、短時間の記録的豪雨（「ゲリラ豪雨」）の発生や、年ごとの少雨と多雨の変動幅の拡大など、

災害危険性は年々高まっていると言われます。そうした状況から、行政のハード整備のみでは限界

があり、水害に立ち向かうには住民の自助・共助の行動が不可欠となっています。しかし、都市化

に伴って地域のつながりが弱まり、地域や家族で「暗黙知」として共有されてきた過去の水害被害

経験などの水害の知識が継承されなくなり、水害の知識と判断力の低下を招いています。また、河

川整備の進捗に伴い、水害の頻度が低下したことで、行政依存度の強い、水害に対する「無関心な

住民層」が大きく拡大する状況にあります。 

「みずから守るプログラム」は、そのような問題認識に立ち、町内会や自主防災会といった地域

コミュニティが主体となる取り組みを中心に、行政からの情報提供の向上も含め、行政と地域住民

のコミュニケーションを重視しながら共に水害に立ち向かう、地域協働型の取り組みです。そして、

水害に無関心な住民層に“気づき”を与え、水害のリスクを“理解”し、避難勧告などの防災情報

に接した際に適切な“判断”と“行動”ができるよう、段階的に水害への意識を変える役割を担っ

ていくことを目指しています。 

 

 

 ○小学生をターゲットとした展開～子から親へ、さらには地域へ～ 
「みずから守るプログラム」では、無関心な住民層のターゲット一つとして、次代を担う子ども

たちを対象に防災教育を進めることにより、教育成果の子どもから親への普及、地域住民への波及、

さらには将来、水防災を担う人材の育成につなげることを目指しています。 

その取り組みの一環として、岡崎市立城南小学校の協力を得ながら、2年の試行を経て、このた

び水災害の学習教材「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」を作成しました。今後、県内の多

くの小学校で本学習教材を活用した防災教育が普及していくよう、各学校へ働きかけていきます。 
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■授業展開事例集のねらい 
 

今回作成した水災害の学習教材「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」を、愛知県内の多く

の小学校の授業で扱っていただくために、先生向けに授業展開例を示したのが本冊子です。 

各学校のカリキュラムや学校の立地特性などに応じて、適宜、この授業展開事例集と「みずプロ

くんと学ぶ水害学習プログラム」をご活用いただき、小学校の各学年、様々な教科で、水害の学習

に取り組んでいただくことをねらいとしています。そして、災害から自分や家族の「命」を守るこ

とのできる子どもたちの育成へとつなげていきたいと考えています。 

 

 

 
 
■授業展開事例集の構成 

 

本冊子では、水災害の学習教材「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」のプログラムごとに

授業展開事例を示しています。 

 

＜「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」の目次と授業展開事例集との関係＞ 

学年 「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」の目次 
授業展開事例集 

目次 

１・２年生用 

[01] 生活 「川ってどんなところ？」 ☞P9 

[02] 算数 「水の深さ１m ってどれくらい？」 ☞P10 

３・４年生用 

[03] 算数 「はげしい雨って、１時間にどれくらい降る雨？」 ☞P13 

[04] 総合的な学習の時間 「学校のまわりの危険場所マップづくり」 ☞P14～16 

５年生用 

[05] 社会 「過去に起きた自然災害を調べよう」 ☞P19～20 

[06] 理科 「大雨で川の水の量がふえると土地のようすはどう変わる？」 ☞P21～22 

[07] 社会 「正しいひなんの仕方はどれ？」 ☞P23 

[08] 算数 「雨にも面積がある？」 ☞P24 

６年生用 [09] 国語 「未来の○○川について発表しよう」 ☞P27 

３-６年生用 [10] 総合的な学習の時間 「川や水辺の安全・危険を体感しよう」 ☞P31～33 
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＜「みずプロくんと学ぶ水害学習プログラム」の学年別・教育目的別防災教育カリキュラム＞ 
 

下表の時間はおおよその授業時間の目安を示しています。また、赤字は、教科学習との関連を示し

ています。 

 

教育目的 1・2 年生 3・4 年生 5 年生 6 年生 

愛知県で起きやす

い自然災害を知る 
  

 [05]社会：1 時間 

・自然災害を防ぐ 
 

大雨で川の水が増

えると土地や人々の

様子がどうなるかを

知る 

[01]生活：1 時間 

・身近な人々、社会、

自然とのかかわり 

 

[02]算数：15～20 分 

・長さの測定 

 
[06]理科：2 時間 

・流水の働き 
 

大雨のとき、どんな

水害の危険がある

のかを理解する 

 

[03]算数：15～20 分 

・時刻、時間 

 

[04]総合的な学習の

時間：4 時間 

[08]算数：15～20 分 

・面積 
 

大雨のとき、命を守

るために何ができる

かを考える 

  
[07]社会：2 時間 

・自然災害を防ぐ 
[09]国語：3 時間 

川の生きもの、川流

れ、川遊びの危険、

大雨のときの危険な

どを総合的に学ぶ 

 [10]総合的な学習の時間（夏休みのプログラム等）：6 時間 
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本編 授業展開例 
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１・２年生用 
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[01] 生活 「川ってどんなところ？」 

（１）川のすがた 

（２）川のすがたのへんか 
【学習教材Ｐ５～６】 

指導する学年 小学校２年生 指導する時間 生活 

関連する教科 
生活「身近な人々、社会、自然

とのかかわり」 
授業時間数 1 時間 

目    標 身近にある川に親しみを持たせると同時に、大雨のときなど、ときに川の姿が変化

することがあることについて理解を深める。 

学習の展開方法 ■導入 

「川ってどんなどころ？」と問いか

け、思い思いに児童に発表させる。 

 

■展開 

スライド（1）を使って、小学校の

近くを流れる川の名前や川に住ん

でいる生きものの名前をワークシ

ートに各自記入する。 

スライド（2）を使って、時々全然

違う姿に川が変貌してしまうこと

があることを写真を通じて紹介し、

どういうときに、「川はかわってし

まうんだろう？」と投げかけ、考え

る。川が変貌するのは大雨、台風な

どのとき。 

 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたことを発表し、今日の学習をまとめる。 

指導のポイント 雨のときなど、下校時の安全に注意を呼びかける。川に近づかない、用水路に近づ

かないなど。 

準備する資料 なし 

 

 



 

10 

 

[02]  算数 「水の深さ１ｍってどれくらい？」 

（１）水の深さ１ｍをじぶんの身長と比べてみよう 
【学習教材Ｐ８～９】 

指導する学年 小学校２年生 指導する時間 算数 

関連する教科 算数「時刻、時間」 授業時間数 15～20分 

目    標 大雨で水が深くたまることがることを知り、水害についての知識を深める。 

学習の展開方法 教科書・算数で「長さの単位」を学習したあとに、算数の中で、「浸水の深さ」に

ついて扱う。 

 

■導入 

スライド（１）を使って、実際に「平

成 20 年 8 月末豪雨」のときに岡崎

市で最大１m以上浸かったという事

例を紹介。1m の長さのテープなど

を使って、「水の深さ 1m」とはどれ

くらいなのかを自分の身長と対比

させる。 

 

■展開 

スライド（2）を使って、高学年の

子どもが避難できる水の深さをイ

ラストから選ばせる。 

 

 

指導例：水があふれて道路などが水に浸かった時、小学校高学年の子どもが

歩いて避難できる水の深さは、水の流れが速くないときで「足くび」程度が

目安となる。水がたまった道路は下が見えず、側溝が潜んでいる可能性があ

るなど危険であるため大人に確認することが大切となる。 

（参考）避難できる深さは、大人の男性で 70cm、女性で 50cm 程度といわれ

る。水の流れがあるときはより歩行が困難になることから、子どもやお年寄

りがいる家庭はより早めの避難が必要となる。 

 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたことを発表し、今日の学習をまとめる。 

指導のポイント 大雨が降ると、水が深くたまることがあることに気づきを与える。 

 

準備する資料 過去に学校周辺で起きた豪雨について浸水した深さがわかれば紹介する。 
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３・４年生用 
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[03]  算数 「はげしい雨って、１時間にどれくらい降る雨？」 

（１）過去の豪雨で、１時間あたりに降った最大の雨の量 

（２）時間あたりに降った雨の量と人が受ける印象 
【学習教材Ｐ１２～１３】 

指導する学年 小学校３年生 指導する時間 算数 

関連する教科 算数「時刻、時間」 授業時間数 15～20分 

目    標 テレビ等で「時間雨量○㎜の大雨」といった情報を耳にしたときに、雨と時間との

関わりや、時間雨量の多い、少ないについて理解できるようにする。 

学習の展開方法 教科書・算数で「時刻、時間」を学

習したあとに、算数の中で、「時間

雨量」について扱う。 

 

■導入 

テレビなどで「時間雨量、１時間雨

量」という言葉を耳にしたことがな

いかどうか問いかける。 

 

■展開 

スライド（１）で過去の豪雨で時間

雨量がどれくらいであったのかを

紹介しつつ、１時間あたりに降った

雨の量は、数字が大きいほど人が受

ける感覚も変わってくることを知

る。 

時間雨量の違いで、人に与える印象

がどのように変わってくるのかを

スライド（２）を用いて紹介する。 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたこと

を発表し、今日の学習をまとめる。 

 

指導のポイント 雨が降ったら、テレビなどの情報に気をつけてみることを促す。 

準備する資料 過去に学校周辺で起きた豪雨について時間雨量がわかれば紹介する。 
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[04] 総合的な学習の時間「学校のまわりの危険場所マップづくり」 1/3 

事前学習（１）わたしたちの愛知県 

＜座学＞ （２）大雨のときの川の危険 

（３）大雨のときの道路やまちの危険   【学習教材Ｐ１５～１７】 

指導する学年 小学校３～４年生 指導する時間 
社会 

総合的な学習の時間 

関連する教科 
社会「自分たちの住んでいる身

近な地域や市区町村」 
授業時間数 全 4時間（うち１時間） 

目    標 学校周辺を流れる河川を題材に、大雨のときの川や周辺の道路、まちの危険性をイ

ラストから読み取ることにより、大雨や水害の危険に対する理解を深める。 

学習の展開方法 ■導入 

スライド「（１）わたしたちの愛知

県」を使って、今回危険場所マップ

を作成する対象河川が、愛知県地図

のどのあたりに位置するかを確認

する。その後、スライド（２）、（３）

を使って、大雨のとき、川や道路、

まちのどんなところに危険がひそ

んでいるのかをイラストから読み

取らせる。 

 

■展開 

学校や自宅のそばにこうした危険

な箇所がないかどうかを確認する。 

 

■まとめ 

学習して気づいたことを教材の余

白に記述させる。 

意見の発表を行い、今日のまとめを

行う。 

 

 

 

指導のポイント 次のステップの「まち歩き及び危険マップの作成」のための予備知識を身につける

ための学習。学校周辺の河川を事前に歩いて、川や橋の構造やまわりに比べて土地

が低い場所、建物の建て方に水害を防ぐための工夫が見られるかどうかといった視

点から情報を集める。 

準備する資料 学区の地図 

川やまわりに比べて土地が低い場所などの写真 
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[04] 総合的な学習の時間「学校のまわりの危険場所マップづくり」 2/3 

フィールドワーク 

（４）まち歩きと危険場所マップの作成      【学習教材Ｐ１８～２０】 

指導する学年 小学校３～４年生 指導する時間 
社会 

総合的な学習の時間 

関連する教科 
社会「自分たちの住んでいる身

近な地域や市区町村」 
授業時間数 全 4時間（うち２時間） 

目    標 学校周辺を流れる河川を題材に、大雨のときの川や周辺の道路、まちの危険性を、

まちを歩いて、地図に書き込む作業を通して、大雨や水害の危険に対する理解を深

める。 

学習の展開方法 ■導入 

まち歩きのときにチェックするポ

イントを確認する。 

①大雨時、雨水が集まりやすい場所

（周りと比べて土地が低い箇所） 

②大雨時、危ないと思う場所（川の

幅が狭い箇所、川が大きくカーブ

している箇所、川に橋脚がある個

所、マンホール、側溝など） 

③道路に水がたまる場所（路面冠水

情報の看板があるか否かなど） 

④大雨のとき気を付けた方が良い

と思うこと 

※各学校の地域の状況に応じてポ

イントを設定する。 

 

■展開 

教員の誘導によりまち歩きをしな

がら各自手書きでマップづくりを

行う。 

 

■まとめ 

まち歩きで気づいたことを発表し

てもらう。教材の中の「宿題」を家

庭でやるように児童に課す。 

指導のポイント 前回「大雨のときの川の危険、道路やまちの危険」でイラストから学んだことを、

実際の川にあてはめながら、大雨のとき、川や道路、まちのどういうところが、な

ぜ危ないのかを関連づけて指導する。 

準備する資料 なし 
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[04] 総合的な学習の時間「学校のまわりの危険場所マップづくり」 3/3 

事後学習（５）洪水ハザードマップの確認 
＜座学＞                                              【学習教材Ｐ２１】 

指導する学年 小学校３～４年生 指導する時間 
社会 

総合的な学習の時間 

関連する教科 
社会「自分たちの住んでいる身

近な地域や市区町村」 
授業時間数 全 4時間（うち１時間） 

目    標 まち歩きのあとの授業で、大雨のときの川や周辺の道路、まちの危険性を、洪水ハ

ザードマップや過去の水害の写真などから読み取る。 

学習の展開方法 ■導入 

洪水ハザードマップとは何かを確認する。 

 

■展開 

まち歩きでチェックした危険場所

と洪水ハザードマップを見比べて

みる。洪水ハザードマップではどこ

が、どの程度の浸水が予想されてい

るのかを確認する。また、過去に水

に浸かったことのある場所（水害の

写真や浸水実績図などを活用）と、

危険マップでチェックした「水に浸

かりやすい場所」が重なっているか

どうかも確認する。 

 

■まとめ 

過去に大きな水害が学校周辺であった場合には、そのときの川や小学校周辺の様

子について振り返る。適宜、過去の写真を準備する。 

指導のポイント 自分たちで作った危険マップは、洪水ハザードマップよりも細かくチェックされて

いることを確認する。最近記録的な大雨が増えており、いつ、どこで、どれくらい

の雨が降るかの予測は難しいため、日ごろから注意しておくことの大切さを説明

し、まとめとする。また、学校周辺だけでなく、自宅周辺においても大雨のときに

どのような危険がありそうかを考えておくように呼びかける。 

準備する資料 ・学校が所在する地域が含まれた洪水ハザードマップ 

※国土交通省「ハザードマップポータルサイト」からダウンロード可能 

  http://disapotal.gsi.go.jp/ 

・水害の過去の写真 

・学校が所在する地域の浸水実績図（市町村ホームページなどで紹介） 

上記の[04]の授業については、岡崎市立城南小学校でモデル授業を行った際の試行授業を行った時の

様子の写真を後段で紹介していますのでご参照ください。☞おわりに 
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５年生用 
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[05]  社会 「過去に起きた自然災害を調べよう」 

（１）愛知県で過去に起きたおもな自然災害 
【学習教材Ｐ２４～２５】 

指導する学年 小学校５年生 指導する時間 社会 

関連する教科 社会「自然災害を防ぐ」 授業時間数 1 時間 

目    標 わが国ではどのような災害が起こっているかを教科学習するなかで、愛知県ではど

のような災害が起こっているかを知る。 

学習の展開方法 ■導入 

「ゼロメートル地帯」がどういう場

所で、自然災害とどう関係するのか

について問いかけ、考える。 

スライド（１）1 枚目を使って、ゼ

ロメートル地帯の場所を確認する。 

 

ゼロメートル地帯に含まれる県内

市町村は☞次頁 

 

■展開 

スライド（１）2 枚目を使って、愛

知県で過去に起きた主な自然災害

を確認する。 

それぞれどこの場所なのか、地図帳

で確認してみる。川近くで洪水、海

の近くで高潮、山の近くで土砂災害

が発生していることを確認する。 

 

■まとめ 

自分の家の近くで過去に起きた災

害を家で調べてくることを宿題と

する。 

 

指導のポイント 自然災害として、洪水や高潮、土砂災害、地震・津波など、愛知県内でも過去に起

こっており、今後も起こる可能性があることを指導する。 

準備する資料 なし 

 

 



 

20 

 

 

■ゼロメートル地帯に含まれる県内市町村 

 愛西市、弥富市、飛島村、津島市、蟹江町、あま市、大治町、稲沢市（一部） 

 

 
 

出典：愛知県海部農林水産事務所ホームページ 

（http://www.pref.aichi.jp/nourin-ama/zero/zero.html） 



 

21 

 

[06]  理科 「大雨で川の水の量がふえると土地のようすはどう変わる？」 

（１）～（５）川の水の量がふえるといつもと何がちがう？ 

（６）水害の特徴～水害にはいろいろある～ 

（７）地域によってちがう水害の危険性 
【学習教材Ｐ２７～３４】 

指導する学年 小学校５年生 指導する時間 理科 

関連する教科 理科「流水の働き」 授業時間数 2 時間 

目    標 大雨のときの川や土地の変化を知り、対処の方法について理解を深める。 

学習の展開方法 ■導入 

スライド（１）のイラストを提示し、

いつもはおだやかな川が、普段と違

うという状況を説明し、具体的にど

のような点が違うのかを考え、発表

させる。 

 

■展開① 

スライド（２）～（５）を用いて、川、土地、人々の切り口から状況を読み取る。 

指導例： 

スライド（２） 

○川のいきおいは？ 上流から下流へ勢いよく流れている／波が立っている

ことからも勢いが強いことがわかる 

○川の色は？水が茶色くにごっている、土や泥を流れる水が運ばぶ 

○川の中に混ざっているものは？大きな木、土や泥、石など 

 

スライド（３） 

質問①：川から水があふれているところと、川から直接ではないけど水があ

ふれているところでは、水のあふれ方がちがいます。水のあふれ方はどのよ
うにちがいますか。また、なぜあふれ方がちがうのでしょうか。  

質問②：川から水があふれているところと、川から直接ではないけど水があ
ふれているところでは、水の色がちがいます。なぜ、水の色がちがうのでし
ょうか。 

川から水があふれているところは、勢いよく、茶色に濁った色があふれてい

る（「外水はん濫」と言う）。これは、川の水の量が増えて、堤防がやぶれた

り、川の水が堤防を越えて流れ出ているので、勢いを保ったまま、周辺の土

地へと水が一気にあふれる。 

一方、川から直接ではないが水があふれているところは、「内水はん濫」と言

われる現象が起きている。集中豪雨のような激しい雨が降ると、側溝や下水

道の排水能力が追いつかなかったり、河川の水位が上昇して排水できないこ

とがあり、地域に降った雨が川にたどり着く前にあふれてしまう。イラスト

では、マンホールのふたが外れて、そこから雨水があふれだしている様子が

描かれている。そのため、川の濁流と比べると勢いは弱く、水の色も、泥水

ではなく、雨水の色をしている。 
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学習の展開方法  

指導例： 

スライド（４） 

質問①：外に避難している人もいれば、ビルの上に避難している人もいます。

命を守るためには、それぞれの場所でどのように行動するのが正しいと思い
ますか。 

浸水が始まる前の早めの避難が最も重要になる。ただし、ビルに住んでいる

場合などは、ビルの高い階（3 階以上）にとどまることも選択肢として正し

い。 

イラストでは、内水はん濫している水の中を避難している人が描かれている

が、こうなる前に、避難所に避難することが正しい行動である。 

 

スライド（５） 

大雨の時には、住民を守るために活躍する人々がいることを伝える。消防団

や広報車に乗って情報を流す人、防災行政無線を通して情報を流す人などの

存在を知る。 

 

■展開② 

展開①の振り返りとして、スライド

（６）を用いて、外水はん濫、内水

はん濫をはじめ、水害にはいろいろ

なものがあることを確認する。 

さらに、スライド（７）の地図を用

いて、愛知県内でも、地域によって

水害の危険性が異なることを確認

する。洪水や津波、高潮の危険性を

判断するときに「標高」が一つのポ

イントになることから、各自、標高

の調べ方を確認する。 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたこと

を発表し、今日の学習をまとめる。 

 

指導のポイント 大雨のときの具体的な事象を描いたイラストから、大雨のときの恐ろしさから、正

しい対処の方法までを指導する。 

準備する資料 学校周辺で氾濫したときの川の写真 
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[07]  社会 「正しいひなんの仕方はどれ？」 

（１）ひなんの方法/（２）自分たちで情報を集める 

（３）自分たちで命を守る/（４）地域のみんなで水害を防ぐ/（５）まとめ 
【学習教材Ｐ３６～４５】 

指導する学年 小学校５年生 指導する時間 社会 

関連する教科 社会「自然災害を防ぐ」 授業時間数 1 時間 

目    標 浸水した水の中には危険が潜んでいることを知り、対処の方法について理解を深める。 

学習の展開方法 ■導入 

最近起きた水害の話題について触

れ、そのときの様子を思い出す。 

 

■展開 

スライド（１）を使って、３枚のイ

ラストから、学習問題「大雨のとお

き学校のまわりにはどんな危険が

あるのだろうか？」と考える。 

・長い棒を持っている 

・壁に沿って歩いている 

・泳いでいる 

 

次に、学校周辺の洪水ハザードマッ

プや浸水実績図を読み取り、どれく

らいの深さになるのかつむ。 

結局、早めの避難に心がけることが

大事であることに到達させ、スライ

ド（２）を使って、避難情報の種類

などについて整理する。 

最後に、スライド（３）～（５）を用いて水害のときの正しい対処の方法を確認す

る。（時間がない場合には家で読んできてもらうことを宿題とする） 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたことを発表し、今日の学習をまとめる。 

指導のポイント 早めの避難に心がけることが大事であることに到達させる。 

準備する資料 ・学校が所在する地域が含まれた洪水ハザードマップ 

※国土交通省「ハザードマップポータルサイト」からダウンロード可能 

  http://disapotal.gsi.go.jp/ 

・水害の過去の写真 

・学校が所在する地域の浸水実績図（市町村ホームページなどで紹介） 

 

上記の[07]の授業については、玉川大学教育学部の寺本潔教授が岡崎市立城南小学校でモデル授業を

行った際の学習指導案と授業の様子の写真を後段で紹介していますのでご参照ください。☞おわりに 

指導例： 
水の中を歩いて避難するときには、足元を

確認するため、長い棒を持って確認しなが

ら進むことが必要。ただし、浸水した中を

避難するのは危険であるため、自宅の２階

などに避難することも一つの手段。 
道路の端は、側溝やマンホールのふたが外

れている場合もあって足をふみはずす恐

れがあり危険なので、近づかないようにす

る。また、浸水のとき、歩ける深さは大人

の男性で約 70cm、女性で約 50cm。水の深

さが 1m 以上あるときには水の中を避難す
るのは危険。 
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[08]  算数 「雨にも面積がある？」 

（１）東海豪雨のときに水につかった面積 

（２）広いはんいが水につかれば、ひがいも大きくなる 
【学習教材Ｐ４７～４８】 

指導する学年 小学校５年生 指導する時間 算数 

関連する教科 算数「面積」 授業時間数 15～20分 

目    標 浸水面積という概念について知り、大雨が降ると、広域的に被害が及ぶ可能性があ

ることを学ぶ。 

学習の展開方法 4 年生の算数で「面積の定義や面積の単位（cm2、m2、km2等）」を学び、5年生で

「三角形・平行四辺形、色々な三角形・四角形の面積」を学んだ内容を受けて、

雨で水が浸かった範囲の面積「浸水面積」の調査結果を紹介する。 

 

■導入 

平成 12 年 9 月の東海豪雨のときの

浸水面積がどれくらいであったか

質問を投げかける。 

 

■展開 

スライド（１）を使って、回答が「東

海豪雨のときの浸水面積が 275k ㎡

という調査結果がある」ことを紹

介。 

スライド（２）を使って浸水面積

275km2 がどれくらいの面積に相当

するかを考える。 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたこと

を発表し、今日の学習をまとめる。 

 

指導のポイント 大雨の浸水被害が広域的に及ぶこと、そして、それに伴い、家屋にも大きな被害を

もたらすことについて認識を持つ。 

準備する資料 なし 
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６年生用 
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[09]  国語 「○○川と未来の私について発表しよう」 

（１）水害のひがいにあった人のお話 

（２）「○○川と未来の私」について作文を書こう 
【学習教材Ｐ５１～５２】 

指導する学年 小学校６年生 指導する時間 国語、総合的な学習の時間 

関連する教科 国語 授業時間数 3 時間 

目    標 水害の体験談を通して、川と人は密接に関わっていることや大雨のときの危険と人

は密接に関わっていることを深く理解する。そして、6年間の学習を通じて身につ

けた知識の集大成として、成果発表会を行う。 

学習の展開方法 ■導入 

スライド（１）を用いて、水害体験

談を読みあわせる。ここから、水害

の恐ろしさや正しい対処方法を読

み取る 

また、これまでの 6年間の各学校で

の川と関連する学習、防災学習を振

り返る。 

 

■展開 

「○○川と未来の私」をテーマに作

文を書く。「自分がどう行動するか」

を考えさせる。 

 

■まとめ 

作文の発表会を行い、川や防災の学

習をまとめる。 

指導のポイント 自然災害として、洪水や高潮、土砂災害、地震・津波など、愛知県内でも過去に起

こっており、今後も起こる可能性があることを指導する。 

準備する資料 なし 
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３～６年生用 
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[09] 総合的な学習の時間 「川や水辺の安全・危険を体感しよう」 1/3 

事前学習（１）「楽しい川、あぶない川」 
＜座学＞                                          【学習教材Ｐ５５～５６】 

指導する学年 小学校３～６年生 指導する時間 
総合的な学習の時間 

野外学習等の学校行事 

関連する教科 理科、社会、体育 授業時間数 全 6時間（うち 1時間） 

目    標 学校のそば（又は近隣）を流れる川を学習教材として、環境学習、防災学習に取り

組むことで、自然の恵み、川の特性、川や水辺の安全と危険などを体験を通じて学

ぶ。 

学習の展開方法 ■導入 

「川で遊んだことがあるかどう

か」、「川で危ない体験をしたことが

あるか」など問いかけ、川に対する

興味関心を高める。 

 

■展開 

神戸市作成のビデオ「神戸市作成

「楽しい川、あぶない川」（WMVファ

イル 72MB 再生時間約 15分）」を見

る。（右図） 

スライド（１）（２）を使って、川

で遊ぶときのルールを確認する。 

 

■まとめ 

感想や授業で学んで気づいたこと

を発表し、今日の学習をまとめる。 

また、次の授業（プールでの実践）

とのつながりについて確認する。 

 

 

 

指導のポイント 川は普段は穏やかで楽しい場所であるが、時には恐ろしい姿に変わることに気づき

を与える。川で遊ぶ際には、天気や川の流れに十分注意が必要であることを指導す

る。 

準備する資料 パソコン、プロジェクター、スクリーン 

 

▽ビデオが公開されている WEBページ 

  国土交通省ホームページ 

http://www.mlit.go.jp/river/kankyo/anzen/index1.html 

 

↑神戸市作成のビデオ画面 
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[09] 総合的な学習の時間 「川や水辺の安全・危険を体感しよう」 2/3 

フィールドワーク（プールでの実践） 
【学習教材 - 】 

指導する学年 小学校３～６年生 指導する時間 
総合的な学習の時間 

野外学習等の学校行事 

関連する教科 総合的な学習の時間 授業時間数 全 6時間（うち 1時間） 

目    標 学校のそば（又は近隣）を流れる川を学習教材として、環境学習、防災学習に取り

組むことで、自然の恵み、川の特性、川や水辺の安全と危険などを体験を通じて学

ぶ。 

学習の展開方法 ■学習プログラムの例 

○プールでライフジャケットの正しい装着の方法と浮力の効果を体験する。 

○安全に浮く方法や泳ぎ方を指導後、スローロープを使った救助体験を行う。 

 

＜事例紹介＞ 

・広島県安芸郡海田町立海田東小学校 

 夏休みの 2日間のプログラムとして、プールでのライ

フジャケットの装着体験、川流れ体験、Eボート体験

を行い、子どもたちの危機意識を育てている。 

 

 

指導のポイント ライフジャケットの効果を体感させる。 

準備する資料 なし 
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[09] 総合的な学習の時間 「川や水辺の安全・危険を体感しよう」 3/3 

フィールドワーク（川での体験活動） 
【学習教材 - 】 

指導する学年 小学校３～６年生 指導する時間 
総合的な学習の時間 

野外学習等の学校行事 

関連する教科 総合的な学習の時間 授業時間数 全 6時間（うち 4時間（半日）） 

目    標 学校のそば（又は近隣）を流れる川を学習教材として、環境学習、防災学習に取り

組むことで、自然の恵み、川の特性、川や水辺の安全と危険などを体験を通じて学

ぶ。 

学習の展開方法 ■学習プログラムの例 

○プールで学んだライフジャケットの正しい装着の方法と浮力の効果を、実際の川

で体験する。 

○ライフジャケットを着用して、川流れの体験を楽しむ。 

 

＜事例紹介＞ 

・広島県安芸郡海田町立海田東小学校（前頁と同様） 

夏休みの 2日間のプログラムとして、プールでの

ライフジャケットの装着体験、川流れ体験、Eボ

ート体験を行い、子どもたちの危機意識を育てて

いる。 

  

 

 

指導のポイント 普段の川が、安全な服装や正しい遊び方をすれば、川はとても魅力的で楽しいフィ

ールドであることを全身で感じ取らせる。 

 

準備する資料 なし 

 

 

※各学校の立地状況に応じて、川流れ体験に適した川をフィールドワークの場所として選定してくだ

さい。 
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＜おわりに＞ 
 岡崎市立城南小学校での試行授業及び岡崎市立城南小学校でのモデル授業に関する資料を以下の

とおりご紹介します。 
 
 
■岡崎市立城南小学校での授業の紹介 

 

◇紹介事例１ 
岡崎市立城南小学校で平成 23年と平成 24年にわたり、水災害の学習教材「みずプロくんと学ぶ

水害学習プログラム」を使った授業を総合的な学習の時間を利用して実施しました。 

 

 

 

対象学年  4 年生全児童 

学習教材を 

使用する教科  
総合的な学習の時間で使用  

授業で扱う 

テーマ  

「占部川沿いの地域の『水害危険マップづくり』」  

⇒まち歩きをして、大雨のときの危険箇所や水害に備えるための暮らしの工夫を学ぶ。  

授業時間数  計４時間  

 

1 日目 

（1 授業時間）  

●屋内学習 

 ・地域の水害の危険を学ぶための学習。  

2 日目 

（2 授業時間）  

●占部川周辺の水害危険箇所を確認するためのフィールドワーク  

 ・まち歩きを実施。  

 ・占部川の危険マップを手書きで作成。  

3 日目 

（1 授業時間）  

●屋内学習  

 ・まち歩きとマップづくりのまとめ。  
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○占部川周辺の水害危険箇所を確認するためのフィールドワークのときの様子 
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◇紹介事例２ 
 

玉川大学教育学部の寺本潔教授が岡崎市立城南小学校でモデル授業を行った際の学習指導案と

授業の様子の写真を掲載しています。モデル授業は平成 24 年 9 月、城南小学校の 4年生に対して

１授業時間を利用して実施されたものです。 

 

 

▼導入 

  

▼展開 

  

▼まとめ 
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 ○玉川大学教育学部 寺本潔教授の学習指導案 
 

 
 

 

 


